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⾮凸制約を使った推定について

l圧縮センシングにおける⾮凸制約最⼩化法

l確率伝搬法の適⽤

l密度発展法による典型性能の理解

l「⾮凸性制御」法の提案

概要 圧縮センシングとは

今回考える問題

→確率伝搬法で求める

定式化

ℓ!最⼩化よりも密な信号を再構成できる

𝛼 = 0.5, 𝜌 = 0.28での例

しかし，理論的に成功するはずの条件でも
失敗することがある

結果

密度発展法(SE)による典型軌道

⼤域安定解が存在していても
引き込み領域が極めて⼩さいことが
原因
(縦軸：⼆乗誤差，横軸：分散）

解決法：⾮凸性制御
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